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国土軸のネットワーク整備

○ 日本の背骨となる高速道路  ダブルネットワーク化（東名、名神、中国、東北道）○ 日本の背骨となる高速道路  ダブルネットワ ク化（東名、名神、中国、東北道）
 「ボトルネック」が存在（新名神“未着工区間”）

日本の東西交通が集中！ 瀬田東
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※ 大都市圏を結ぶ主な路線のみ表示 1



名 神 等 の 交 通 状 況

○ 第二京阪道路全線開通（Ｈ２２．３）後の周辺ネットワーク交通動向。○ 第 京阪道路全線開通（ ）後の周辺ネットワ ク交通動向。
・ 名神の交通量・渋滞の減少は限定的であり、京滋バイパスを含めて渋滞が増加
・ 名神（瀬田東JCT～草津JCT）の交通量は全国１位を記録（休日上限1,000円終了後H23お盆）
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開通前:H21.3.21‐H22.3.19
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第二京阪道路
（枚方東IC～門真JCT）

（今回開通区間）35千台/日
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名 神 の 老 朽 化 の 現 状

○ 名神は日本初の高速道路として昭和38年開通  供用後48年が経過神 本初 高 路 昭和 年開通 供用後 年 経
○ 老朽化対策のリフレッシュ工事  発生する大渋滞
※ 老朽化した橋梁のうち３橋は、10年以内に大規模補修が不可欠

集中 事 状況老朽化橋梁 補修が必要となる名神 ■ 集中工事の状況

毎年集中工事を実施しているが、
抜本的な改修工事は困難な状況

■ 老朽化橋梁の補修が必要となる名神

追分橋山科川橋 瀬田川橋
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